第1 回「障害者権利条約の成り立ちと位置づけ」 by 長瀬, 修
第 1 回「障害者権利条約の成り立ちと位置づけ」

















































































































アバウト・アス・ ウィズアウト・アス（Nothing about us without us）という
言葉によって示されています。「私たちのことを抜きにして私たちのことを決
めないでください」と、いわゆる当事者参加の言葉が繰り返し言われました。














































人の理事が生まれましたのは、1992 年です。その年はこの 83 年から始まった




































































































す。こちらの方は 18 名の専門家が審査に当たりますけれども、そのうちの 17
名がナッシング・ アバウト・アス・ ウィズアウト・アスの考え方に基づいて


















































































































第 8 条が意識向上啓発、第 9 条がアクセシビリティです。アクセシビリティ







































































11 条の緊急事態は当初は 10 条と同じ生命に対する権利の条項でしたけれど
も、途中で 2004 年のスマトラ沖の大地震、20 万人以上、日本のように単一の
国での 1 万 8,000 人という数字と比較はできませんけれども、10 倍以上の方が
亡くなりました。こうした大惨事が起こったこともきっかけで、11 条が独立













般的意見というのを 2 つ出したんですけれども、1 つが 9 条のアクセシビリティ




















17 条が身体と精神の尊重です。18 条が国境を越えた移動の自由、19 条が地
域で生活する権利です。今の病棟転換等の話もこの文脈の中で指摘を勧告を受
けても当然ではないかというふうに思います。
































































































 条約の批准 145 署名 158 ＊日本は１４１番目







































































































































































































































































































































































































































































































































 熊本県 2011年7月制定 2012年4月施行
 八王子市 2011年12月制定 2012年4月施行
48
自治体の障害差別等に関する条例
 長崎県 2013年5月制定 2014年4月施行（予定）
 沖縄県 2013年10月制定 2014年4月施行（予定）
 京都府 2014年3月制定 2015年4月施行（予定）
 茨城県 ２０１４年３月制定 ２０１５年４月施行（予定）
 手話言語条例
 鳥取県 2013年10月成立 2013年10月施行

















 長崎県 2013年5月制定 2014年4月施行（予定）
 沖縄県 2013年10月制定 2014年4月施行（予定）
 京都府 2014年3月制定 2015年4月施行（予定）
 茨城県 ２０１４年３月制定 ２０１５年４月施行（予定）
 手話言語条例
 鳥取県 2013年10月成立 2013年10月施行
































































































































































































































































































審査の機能が動き出して今年で 4 年目になります。今まで 13 カ国が審査を受
けました。さまざまな材料が政府からも出てくるし、その国の市民社会・障害
者団体からも出てくる。それが公にされている。ですからその材料を使って障
害者の権利条約の実施という共通の目標に向かって自分たちがどこにいるのか。
ある国はどういう取り組みをしているのか。そういうことについて非常に情報
が得やすくなりました。そしてこの障害者の権利条約もしくはディスアビリ
ティの問題がナショナリズムを超えることができるのかできないのかという問
題とも非常に密接に関連していると思います。それがまさに問われている。特
に北東アジアでは問われているというふうに思いますけれども、北東アジアを
超えて、国際的な一つの目標に向かって今国際社会が歩みを始めている。そう
いう意味で国を超えてこの障害者の権利を守る。結局障害者の権利を保障する
社会を作るということが非常に権利条約のおかげでしやすくなった。そういう
意味で非常にエキサイティングな時代になっているのじゃないかなと思います。
立岩：まず 1 つは先ほども言いましたけれども、使えるものは使えばよくて、
この権利条約というものは、使えるもののツールの中でもかなり使える道具で
あるということは皆さんおわかりになったと思うんです。それは今長瀬さん
おっしゃったように、条文を一つ一つわかるというだけじゃなくて、その条約
をめぐった報告・審査体制みたいなものをどういう形で活用していくのかとい
うこと。それから日本だけじゃなくて、我々も韓国や中国との連携しながらと
いうことを考えておりますけれども、そういったときに、どういうふうにこれ
を使っていくのか。そのためには条約文だけじゃなくて、こういう報告・審査
の仕掛け自体を詳しくやっぱり知っておくということが必要だろうということ
は今日確認されたと思います。
と同時に、例えばさっき言った合理的配慮というワードですけれども、これ
も非常に使えるものだとは思いつつ、これは基本的な論点としては残るという
か、考えとかなきゃいけない。つまり過度な負担がかからない限りにおいてと
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いう意味でリーズナブルなという言葉も使われる場合があるんです。そうする
とその過度なとかすごく大きなとか、そういうことを一体どういうふうに考え
るのかと考えるべきなのかという問題がやっぱり続くわけです。
だから、今あるものをきちんと使って、骨の髄まで使い尽くすということと
同時にこの条約なら条約、あるいは条約を支えるシステムというものはどうい
う仕掛けになっていて、そこのところをどういうふうに見るのか、両方が必要
であり、また意義のあることではなかろうかと私はそのように今日の長瀬さん
の話を聞いて思いました。今日はここまでにしておきます。これからもこのシ
リーズ続きますので、どうぞ皆さんおいでください。
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